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1.  はじめに 
日本の教育機関では学生が学生へ学習支援を行う

ピア・チュータリングが注目されている[1]．岩手

県立大学ソフトウェア情報学部では，同じような立

場の仲間が学習支援や学習における悩みを日常的に

助言，手助け，学生の自立した学習の支援を行う組

織として学習支援コーナー（以下，支援コーナー）

を運営しており，支援コーナーに所属するチュータ

ーがそれぞれの得意分野を活かしてピア・チュータ

リング(以下，チュータリング)活動をしている．し

かし，チュータリング活動について振り返る機会が

ないため，チューターとしての成長を感じられず，

チュータリング活動への姿勢が次第に受動的になっ

てしまう傾向にある．そこで，本研究ではチュータ

ーがチュータリング活動を通して，他者の学習支援

だけでなく，自身の得た学びを実感させることを目

的とし，チュータリング終了後に作成する報告書を

活用した振り返り支援システムを提案，．本稿では，

開発した振り返り支援システムを支援コーナーで利

用した結果から，本システムの有効性を評価する． 

 

2. 学習支援コーナーの現状 
本学部支援コーナーでのチュータリングはチュー

ティからの依頼をもとにチューターがマッチングさ

れ，チュータリングが行われる．チュータリングの

流れを表１に示す．チュータリングは導入，実装，

まとめの 3段階に沿って実施されるが，実装の進め

方は各チューターに一任されている．また，チュー

タリング終了後に報告書の提出が義務付けられてい

る．この報告書はチュータリングを行った証拠とし

て蓄積されているが，チューターが報告書を確認す

るには，支援コーナーの事務職員に問い合わせる必

要があるため，各チューターが過去に対応した自身

のチュータリング時の対応について振り返り，改善

を行うための資料として活用されることは少ない． 

 

3. 報告書の分析 
 2019 年 4 月 11 日から 10 月 30 日までに記録され

た報告書 150件を分析し，報告書に入力すべき内容 

表 1  チュータリングの 3段階 

導入(10分) チューティのニーズと現状を確

認し，チュータリング内の目標

を決定する． 

実装(75分) 目標に向けてチュータリングを

実施する． 

まとめ(5 分) 実施内容を振り返り，理解度を

評価する． 

 

表 2 報告の項目と内容 

相談内容 単元，授業の進度，チューティ

の理解困難箇所 

チュータリ

ング内容 

チューティの理解度把握のため

に実施したことや教え方 

振り返り 相談内容への対応の程度や理由 

 

を検討した．これまでの報告書では，実施日時，チ

ューティの情報，相談の内容，チュータリング内容，

チューター間で共有したいことが記録されていた．

このうち，相談内容やチュータリングの内容を分析

した結果，報告書の書き方が統一されていないため，

チューターによって記述の詳細さが異なっていた．

また，報告の大半は教えた内容の単元名が記述され

ているもので，現状の報告書を共有するだけでは， 

チューターが振り返りを行うには不十分であり，報

告の各項目に記載する内容を詳細に決定する必要が

あると考えた． 

 

4. 振り返り支援システムの設計と開発 
4.1 報告書の入力項目 

 3章の分析結果を踏まえ，報告書に記載すべき入

力項目と各項目で記述するべき内容を明確にした，

報告書の入力項目と内容を表 2に示す．振り返りの

項目では，相談内容をどの程度解消できたのかをそ

の理由とともに記入する． 

4.2 システムの概要 

本システムでは，チュータリングの報告だけでな

く，他チューターからのフィードバック，実際にチ

ュータリングを受けたチューティからの評価も登録

できるようにし，チューターがこれらの情報を容易

に確認できるようにする．その上で，本システムで

は，チューターの初任期，中堅期，熟達期の傾向

[2]を参考に，チューターを 3つのランクに分類し 
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表 3 チューターのランク 
Stater チューティの質問

に対して解説資料

に基づいた解説を

行うことができる 

報告入力， 

表示機能 

振り返り表示機

能が利用可能 

Beginner 自らの経験を基に

チューティの課題

解決のための技

術，知識を提供で

きる 

報告入力， 

表示機能 

振り返り表示機

能の利用 

同ランクと下位

ランクチュータ

ーへのフィード

バックが可能 
Regular 自らの経験を基に

チューティの課題

解決のための技

術，知識の提供と

チューティの自立

学習のための支援

を行うことができ

る 

報告入力， 

表示機能 

振り返り表示機

能の利用 

全チューターへ

のフィードバッ

クが可能 

 

 
図 1 システム概要図 

 

た．表 3 にチューターのランクを示す．このランク

を参考にし，チューターの継続年数，学習支援に関

する知識，チュータリングに対する意識の面から，

チューターを評価する． 

図 1 にシステム概要図を示す．チューターはチュ

ータリング終了後に本システムにアクセスし報告書

の入力項目に沿ってチュータリングの内容等を入力

する． 
また，チューターはフィードバック入力画面から

報告に対するフィードバックを入力する．  

4.3 システムの開発 

 図 1 に示したシステムの機能部分を PHP，データ

ベースに MySQL を用いて開発した．振り返り表示画

面の画面例を図 2 に示す．振り返り表示画面ではチ

ューターごとの各チュータリングの報告とフィード 

 
図 2 振り返り表示画面 

 

バック，画面表示時点のチュータリング回数が表示

される．報告・フィードバックの確認画面では各

報告にフィードバックがされたかどうかの一覧

表示をする． 

4.4 システムの評価 

 本システムの動作検証を主な目的として，実際に

支援コーナーに所属するチューターに，本システム

を利用して報告書を登録してもらった．その結果， 

登録された報告件数は 1 件のみとなった．報告を提

出したチューターから入力内容の確認を行う画面に

おいて報告提出ボタンが認識しづらいという指摘を

受けた．報告入力画面の画面設計が不十分であった

ためにチューターが報告の提出が完了しないままシ

ステムを終了してしまったと考えられる．またシス

テム運用期間のチュータリング件数が 3 件であった

ことと上記の原因から十分な報告データを得ること

が出来なかった．システムの機能改善を行い，再び

システムの動作検証，システムを利用したチュータ

ーの振り返り支援の有効性について実験評価を行う． 

 

5. おわりに 
開発したシステムによる振り返り支援は現在のシ

ステムの機能では不十分であった．本研究の目的で

あるチューターのチュータリング支援のために再度

チューターのランク設定の適切さ，システム機能の

検討を行っていく． 
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